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赤十字奉仕団代表 小島 純子 

保健推進員ﾘｰﾀﾞｰ 矢田登美子 

スポーツ 推 進 員 外山たつ子 

ちょボラいずみだ 神谷 芳磨 

芸能音楽発表会 

4月 月次祭 

5月 月次祭 
誕生奉告祭 

6月 月次祭 
慰霊祭 

7月 月次祭 
厳島神社祭 

8月 月次祭 
秋葉神社祭 

9月 月次祭 
八幡社祭 

10月 例大祭 

11月 月次祭 
山神社祭 

12月 新嘗祭 
大祓い式 

1月 新年祭 

2月 月次祭 
建国祭 

3月 祈年祭 
役員奉告祭 

「
あ
い
か
り
」
配
信
開
始
！
刈
谷
市
か
ら
の
情
報
が
あ
な
た
の
ス
マ
ホ
に
届
く
、
市
公
式
ア
プ
リ
が
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
刈
谷
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
も
受
信
で
き
ま
す
。
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
で
ゲ
ッ
ト
！ 

刈
谷
市
で
は
、
市
内
で
防
犯
カ
メ
ラ
を
積
極
的
に
設
置
、
刑
法
犯
認
知
件
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
泉
田
地
区
で
も
カ
メ
ラ
や
防
犯
灯
の
設
置
が
進
み
、
安
心
・
安
全
な
町
「
明
る
い
泉
田
地
区
」
へ
確
実
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
☺
☺ 

クイズ ① 年末・年始にかけて、泉田地区の通学路を迂回させ、大規模な補修工事をした構造物はなぁ～んだ？・・・こたえは最後 

答え ① 歩道橋 ② 7番目 総人口数共に7番目（トップは小垣江） ③ 17件 泉田自治会のHPに防災マップがあります。  

泉田地区定例月行事 

平成31年度 泉田地区自治会年間行事 

※（○/○）は、開催予定⽇。開催予定⽇は、変更する場合があります。 

5月  家庭消毒（未定）  ごみ散乱防止（5/26） － 

7月  河川愛護運動（7/7） － － 

8月  盆踊り（8/11,12） － － 

9月  敬老会（9/8）  側溝清掃（道直し）（9/22） － 

10月  秋祭り（10/13）  防災訓練（西部）（10/20）  文化展（10/27） 

11月  ごみ散乱防止（11/10）  防災訓練（東部）（11/17） － 

12月 
 ゆく年くる年（12/31） 
 泉田地区住民の集い  防災訓練（中部）（12/8） － 

1月  芸能音楽発表会（1/26） － － 

2月  ごみ散乱防止（2/2） － － 

神谷 鈴治 サッカー指導者 

地区・公民館/みのり会共催事業 

平成31年度 

 八王子神社祭祀式典斎行予定表 

第1・3土曜日  資源ごみ回収  第4日曜日 ふれあい朝市 

第3木曜日  子育て支援  毎水曜日 班別防犯パトロール 

 泉田町の四大行事の一つである、「芸能音楽発表

会」が去る1月27日（日）泉田市民館ホールにて26
ステージ106人にご出演いただき、約130人の方がご

来場され盛大な発表会になりました。 

 当日は、子ども達の斉唱で始まりカラオケ、詩

吟、合唱、舞踊、演舞、フラダンス等すばらしい演

技が披露されおしみない拍手をいただきました。 

 特に今年は泉田小唄保存会・愛好会のみなさんに

泉田小唄を唄い踊っていただき大喝采をうけまし

た。 

 さらに終盤には、恒例となった呉先生をはじめと

するG&Oメディカルヴィレッジの12名の皆様によ

る合唱で大いに盛り上がりました。 

 来年度もお楽しみに・・・・・・・。 
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ダカールラリー続報！！三浦 昴さん、6連覇を達成！！ 

おらが組自慢 「泉田小唄」「泉田音頭」「フラダンス」等々でおなじみの 下組 池田さんご夫妻！ 

平
成
31
年
度 

地
区
長 

挨
拶 

塚
崎
和
俊 

平
成
31
年
度 

公
民
館
長 

挨
拶 
三
井
正
春 

泉田の歴史16 逢妻川橋 高畑組 山田 孝さん 寄稿  

 

 

公
民
館
活
動
は
町
民
の
皆
様
が
主
役
で
す 

 

新
年
度
！
ぴ
か
ぴ
か
の
新
入
生
を
見
か
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
大
人
で
あ
る
皆
さ
ん
が
お
手
本
と
な
り
、
交
通
ル
ー
ル
を
よ
く
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
交
通
事
故
撲
滅
を
！ クイズ ② 3月1日現在、市内の人口で泉田地区在住の90歳以上の高齢者の人数は、多い地区から数えて何番目？・・・こたえは最後 

毎
月
第
四
日
曜
日
！
「
ふ
れ
あ
い
泉
田
朝
市
」
が
八
王
子
神
社
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
採
れ
た
て
の
季
節
の
野
菜
や
手
芸
品
の
販
売
、
カ
フ
ェ
も
あ
り
毎
月
大
盛
況
で
す
。
気
軽
な
気
持
ち
で
遊
び
に
い
か
れ
て
も
い
い
か
も
。
☺ 

クイズ ③ 泉田防災マップ（泉田自治会HP内）にある井戸水提供の家の数（2018年6月時点）は何軒ある？・・・こたえは最後 

現在の逢妻川橋 

 

こ
の
度
、
公
民
館
長
を
努
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
改

め
て
職
責
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。
公
民
館
活
動
の
四
大
行
事

（
盆
踊
り
、
敬
老
会
、
文
化
展
、

芸
能
音
楽
発
表
会
な
ど
）
は
日
頃

か
ら
活
発
に
ご
活
躍
い
た
だ
い
て

い
る
皆
様
の
ご
協
力
な
く
て
は
出

来
ま
せ
ん
。
皆
様
と
共
に
楽
し
い

行
事
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
魅
力
あ
る
公
民
館
活
動

の
た
め
、
地
区
役
員
と
連
携
し
全

力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
公
民
館
活
動
を
支

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
先
輩
各
位

に
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

公民館四大行事 

あいさつ運動 
◆一日一人以上の人に声掛けを！！ 

◆笑顔で「あいさつ」運動の強化 

安心・安全の泉田 
◆交通安全運動の強化 

◆防犯パトロール活動の強化 

◆ブロック別防災訓練の実施 

子育て支援 
◆幼児救急法講習◆保育科教授による子育て相談の継続 

◆『パパデー』を『ふれあいデー』に発展 

◆子どもに興味をもっていただくイベントの継続 

 手形色紙、バルーンアート、3B体操、クリスマス会 

子どもと高齢者見守り 
◆子ども→子ども見守り・防犯パトロール隊、子ども会の連携強化 

◆高齢者→いずみの会、防犯パトロール隊、みのり会の連携強化 

平成31年度 泉田地区重点実施項目 

 今回は、下組の池田さんご夫妻の登

場です。ご主人の輝夫さんは、古くか

らボーイスカウトの活動に参加されて

いました。そのつながりから、現在、

盆踊りなどで定番となっている「泉田

小唄」や「泉田音頭」の立役者となら

れてきました。輝夫さんは、当時ボー

イスカウトの団委員長であった久野長

松先生から、先生が作曲された「泉田

小唄」と「泉田音頭」の楽譜を預かっ

ておられたそうです。なんとか「泉田

音頭」のレコーディングを実現させよ

うと、50年来のバンド仲間であった浅

野省二さんに相談（浅野さんは久野長

松先生の亀城小学校時代の教え子）。

浅野さんの編曲と奥様の協力を得て、

めでたく完成、平成20年8月12日の盆

踊り前夜祭で「泉田音頭」の発表会が

催され、晴れて日の目を浴び、現在に

至っています。大変なご苦労があった

ようです。 

 また、輝夫さんは、若い頃より刈谷市

や地元地域の知名度を上げることを目

的として「日本報道写真連盟（http://
nippouren.jp/）」に入会され、地域の明

るい話題を見つけては、写真を提供さ

れてきました。10年程前には「恩田川に

ボラの大群が上ってきた様子」をビデ

オ撮影し、NHKに投稿したことも。「自

分で撮った動画をテレビで見た時の喜

びは格別」とご本人。健康のため今後も

続けられるそうです。 

 輝夫さん、ボーイスカウトに入隊し

た中学2年の時に知った言葉「人のお世

話にならぬよう、人のお世話をするよ

う、そして報いを求めぬよう（後藤新平

氏）」に感動し、加藤正己隊長の熱心な

指導に感謝しながら成長されてきたそ

うです。 

 また、奥様の君枝さん。地域とのつな

がりの重要性を実感したのは、昭和58
年に遡ります。刈谷市婦人会連絡協議

会、泉田の会長をされたときだそうで

す。その後、昭和63年からは「木目込人

形作り」の機会に恵まれ、師範の資格を

取得。でき上がった人形は、お世話に

なった方や友人、遠くはカナダ、ハワイ

へとお嫁に。人形を作る時は「無我の心

で精神を統一！」とコメントされてい

ます。 

 最後に、ご主人との集大成。泉田地域

「フラダンス部」の発足です。ご主人が

みのり会会長のときの泉田地域・みの

り会の活性化の一環としての試み。発

足当初（平成21年度）には、恒例の「芸

能音楽発表会」に前座として、ハワイア

ンバンドとフラダンスのステージを設

け、来賓の議員の皆様にもフラダンス

を楽しんでいただいたそうです。その

後、刈谷市婦人会60周年記念大会のア

トラクションとして「南国の夜」などの

踊りで参加。現在の活動に至っていま

す。 

 「泉田小唄」「泉田音頭」「フラダン

ス部」等々、多くの泉田の歴史を作って

こられたご夫妻。今後ともご健康で末

永いご活躍をお祈りしています☺☺。 

 

平
成
の
時
代
か
ら
新
元
号
を

迎
え
る
新
た
な
年
に
、
地
区
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
、
ひ
し
ひ
し
と
そ
の
職

責
の
重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

泉
田
の
地
区
活
動
は
「
元
気

な
泉
田
地
域
づ
く
り
」
「
人
と

人
と
の
絆
づ
く
り
」
等
と
進
め

ら
れ
て
、
こ
こ
数
年
で
町
内
全

体
の
繋
が
り
も
、
強
く
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま

す
。 

 

当
年
度
も
今
ま
で
実
践
さ
れ

て
き
た
「
元
気
な
泉
田
づ
く

り
」
を
更
に
強
く
す
る
た
め
、

次
の
活
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
。 

 

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
「
安

心
・
安
全
の
泉
田
」
「
子
育
て

支
援
」
「
子
ど
も
と
高
齢
者
見

守
り
」
活
動
を
継
続
し
ま
す
。 

 
「
継
続
は
力
」
と
な
る
よ

う
、
も
っ
と
も
っ
と
泉
田
の
人

と
人
の
繋
が
り
・
絆
が
深
ま
り

「
よ
り
安
全

で
安
心
、
明

る
い
泉
田
」

づ
く
り
を
目

指
し
て
、
精

一
杯
力
を
出

し
切
り
進
み

ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

（泉田だより第56号『おらが組み自慢－ダカールラリーで優勝した「三浦 昴（あきら）」さん』掲載） 

ひきふねばし 

 泉田の人が一ツ木や築地、さらに刈谷に行くには、逢妻川を渡らなけ

ればいけません。江戸時代の絵図や明治時代の地図を見ると、今の23号

線付近の引舟橋しかありませんでした。大正2年の地図には逢妻川橋が描

かれています。明治末から大正の初めに逢妻川橋がつくられ、築地や刈

谷に行くのに便利になりました。後に橋の位置が少し変わったようです

が、逢妻川橋は刈谷と今の富士松駅を結ぶ上で重要な橋です。 

 泉田町在住の三浦昴さん。2019
年1月6日から1月17日（現地時間）

にペルーで開催された「ダカール

ラリー2019ペルー」において、ラ

ンドクルーザー200シリーズをベー

スとしたラリー仕様車2台で参戦

し、ガソリンクラス・ディーゼル

クラスを含めた市販車部門におい

てすべてのステージで1、2位を独

占。ゴールまでその順位を堅守。1
号車（ゼッケン№350）が優勝、2
号車（ゼッケン№349：三浦昴さん

ドライバー）が準優勝となり、市

販車部門ワン・ツーフィニッシュ

で6連勝を達成しました。 

 ラリーを終え「応援してくだ

さった皆さんの力が2台そろっての

ゴールへの自信になったことは言

うまでもありません。ご声援あり

がとうございました」と三浦さ

ん。本当にお疲れ様でした。是非

とも連勝記録

を伸ばしてく

ださい（!(^^)!

ガンバ）。 

 泉田町の皆

さん！！今後とも絶大なる応援よ

ろしくお願いします。今後、天ぷ

ら油の回収も呼びかけますので、

こちらもご協力の程よろしくお願

いいたします。 

寄贈された木目込人形の「能高砂」 

芸能音楽発表会「フラダンス」の一コマ 


